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ニュージーランドの金利引き下げについて 

《ニュージーランド・ドルの対円推移》 

（期間 2010年1月1日 ～ 2015年6月11日） 
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《金利引き下げ決定に至った経緯について》 

《ニュージーランドの政策金利の推移》 

(年/ 月） 

（期間 2010年1月1日 ～ 2015年6月11日） 

 出所 ： Bloombergより明治安田アセットマネジメント作成 

 6月11日（現地時間）、ニュージーランド準備銀行（中央銀行）は、政策金利を0.25％引き下げ3.25％にすることを
決定しました。昨年、3月から7月まで4回に分けて合計1％の利上げを実施した後、政策金利の据え置きが続いて
いました。4月末の会合ではインフレ圧力の鈍化による利下げの可能性に言及されていたものの、オークランドの
住宅市場の高騰などもあり、事前の予想では据え置きが見込まれていました。今回の決定を受け、ニュージーラ
ンド・ドルは主要通貨に対し下落しています。 

2015年6月11日  

(円) 

明治安田アセットマネジメント株式会社 
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号 
加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会 

政策金利：今回3.25％ 

NZ 

ドル安 

NZ 

ドル高 

 出所 ： Bloombergより明治安田アセットマネジメント作成 

 ニュージーランドは概ね良好な景気動向が続いていると
みられますが、このところ発表される経済指標は市場の
予想を下回り、勢いの鈍化を示唆するものが散見されま
す。 

 第1四半期の小売売上高はインフレ調整前で前期比
+2.7％と事前の予想、前期を上回る強い伸びとなりました。
一方、雇用指標は事前の予想、前期を下回るものとなり、
賃金の伸びも前期を下回る低いものとなっています。住
宅関連指標は堅調なものが続いていますが、消費者信頼
感、企業景況感などは鈍化傾向がみられます 

 ニュージーランド・ドルは、勢いの鈍化している景気、物
価低迷による追加利下げ観測、乳製品等主要な輸出価
格の低迷が、当面は減価圧力になるものと見込まれます。
しかしながら、高水準の移民の流入が続いており、景気
動向は相対的には安定しています。主要中央銀行の金
融緩和策の継続、グローバル景気の回復や商品市況の
底入れなどはニュージーランド・ドルを下支えするものと
見込まれます。また、中期的に回復が見込まれる物価動
向を踏まえると、追加利下げの幅も限定的なものとみられ、
相対的に高い金利水準により、長期的には安定してくるも
のと考えています。 

  

 

 

《今後の景気、為替レートについて》 

 今回利下げに至った背景として、物価の鈍化傾向があ
げられます。 

 昨年第4四半期の消費者物価指数は前年同期比+0.8％、
今年第1四半期は前年同期比+0.1％にまで鈍化し、中央
銀行のインフレターゲットを大幅に下回ってきたことがあ
げられます。中央銀行が調査し、公表している2年先のイ
ンフレ予想も1.85％と低迷しており、中央銀行のインフレ
見通しも2015年が0.1％、2016年が1.6％となっております。 

 昨年来の原油・資源価格等国際商品市況の下落、需要
や賃金等の低迷による更なる物価下落圧力に歯止めを
かける意向を示し、追加利下げを示唆する発言もしてい
ます。また、現在の為替水準は依然過大評価されている
とも言及しています。 
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